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１．ＳＳ業界の現状

２．ＳＳ過疎地等の現状

３．これまでの取組
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 ガソリン需要は2004年度のピークから26％減少し、1990年度と同水準まで減少。
 ガソリン乗用車の平均燃費は6割超向上。（2004年度：13.5km/L → 2018年度：22.0km/L）

 2021年～2025年については、年平均▲2.4％の見込み。
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１.（１）ガソリン需要の推移と見通し



 全国のＳＳ数は1994年度末のピークに比べて約半数まで減少（2020年度末時点で
29,005箇所） 。

 石油販売業者の約97％は中小企業、運営ＳＳ数が１か所の事業者は70.3％、３か所以下
の事業者は90.0％。

１.（２）SSの現状（SS数・企業割合）
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（出典）一般社団法人全国石油協会「石油製品販売業経営実態調査報告書
(2020年度調査版)」

http://www.sekiyu.or.jp/purpose/research/index.html

※調査回答数は1,824社、（ ）内は企業数

2020年度末1989年度末 1994年度末

http://www.sekiyu.or.jp/purpose/research/index.html
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 近年の石油販売業の営業利益率は、小売業全体の営業利益率とほぼ同水準まで改善。

 SSの粗利の割合は、燃料販売が３／４。油外（点検整備、洗車、TBASP）は約２割程度。

－小売業 －ガソリン販売業

出典) 小売業：年次別法人企業統計調査（財務省）
ガソリン販売業：石油製品販売業経営実態調査報告書（全国石油協会）(2020年度調査版）

【小売業・石油販売業の営業利益率の推移】

※TBASP:タイヤ、バッテリー、スペシャリティー（ワックス等）

出典）石油製品販売業経営実態調査報告書（全国石油協会）(2020年度調査版）

ハイオク レギュラー 灯油 軽油 Ａ重油 自動車潤滑油 油外

粗利額：87百万円
レギュラー 32百万円
（36.4%）

ハイオク ３百万円
（3.8%）

軽油 18百万円
（20.5%）

灯油 10百万円
（11.0%）

A重油 3百万円
（3.8%）

自動車潤滑油 ２百万円
（2.4%）

油外19百万円
（22.1%）

【粗利額の構造】
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１.（３）石油販売業者の財務状況
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 菅内閣総理大臣は2020年10月26日の所信表明演説において、我が国が2050年にカーボン
ニュートラル（温室効果ガスの排出と吸収でネットゼロを意味する概念）を目指すことを宣言。

 カーボンニュートラルの実現に向けては、温室効果ガス（CO2以外のメタン、フロンなども含む）の
85％、CO2の93％を排出するエネルギー部門の取組が重要。

 次期エネルギー基本計画においては、エネルギー分野を中心とした2050年のカーボンニュートラ
ルに向けた道筋を示すとともに、2050年への道筋を踏まえ、取り組むべき政策を示す。

2050年カーボンニュートラルの表明

＜グリーン社会の実現＞
我が国は、2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち2050年カーボンニュートラ

ル、脱炭素社会の実現を目指すことを、ここに宣言いたします。
（中略）
省エネルギーを徹底し、再生可能エネルギーを最大限導入するとともに、安全最優先で原子力政策を進めること
で、安定的なエネルギー供給を確立します。長年続けてきた石炭火力発電に対する政策を抜本的に転換します。

10月26日総理所信表明演説（抜粋）

（中略）
カーボンニュートラルに向けては、温室効果ガスの８割以上を占めるエネルギー分野の取組が特に重要です。カー
ボンニュートラル社会では、電力需要の増加も見込まれますが、これに対応するため、再エネ、原子力など使えるも
のを最大限活用するとともに、水素など新たな選択肢も追求をしてまいります。

10月26日梶山経産大臣会見（抜粋）

１.（４）2050年カーボンニュートラルに向けた動き①
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運輸部門における二酸化炭素排出量

※ 温室効果ガスインベントリオフィス「日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2019年度）確報値」より作成。

CO2総排出量
11億800万トン
（2019年度）

運輸部門
2億600万トン
（18.6%）

産業部門
3億8400万トン
（34.7%）

業務その他部門
1億9300万トン
（17.4%）

家庭部門
1億5900万トン
（14.4%）

その他
1億6500万トン
（14.9%）

自動車
1億7700万トン

（16%）

自動車以外
2800万トン
（2.6%）

我が国の各部門におけるCO2排出量 運輸部門におけるCO2排出量

商用車
4800万トン
（4.4%）

乗用車
1億2800万トン

（11.6%） 二輪
70万トン

（0.1%）

⇒ 乗用車の電動化
によりCO2削減

トラック
4200万トン
（3.8%）

⇒ 商用車の電動化により
CO2削減

バス
400万トン
（0.4%）

タクシー
200万トン
（0.2%）

●自動車以外
航空機・船舶・鉄道

１.（４）2050年カーボンニュートラルに向けた動き②



グリーン成長戦略（自動車・蓄電池産業）概要（2021年6月改定）

電動化の目標 ※電動車＝EV（電気自動車）、FCV(燃料電池自動車）、PHEV(プラグインハイブリッド）、 HV（ハイブリッド）
 2035年までに、乗用車新車販売で電動車 100％を実現
 商用車については、

・8t以下の小型車について、2030年までに、新車販売で電動車20～30％、2040年までに新車販売で、電動車と合成燃料等
の脱炭素燃料の利用に適した車両で合わせて100％を目指す
・8t超の大型車については、2020年代に5,000台の先行導入を目指すとともに、2030年までに、2040年の電動車の普及目標
を設定する

インフラ整備の目標
 公共用の急速充電器３万基、普通充電器12万基設置（遅くとも2030年までにガソリン車並みの利便性を実現）
 2030年までに1,000基程度の水素ステーションの整備（商用車向けには事業所の充電・充てん設備の整備を推進）

燃料のカーボンニュートラル化
 合成燃料については、2030年代に導入拡大・コスト低減を行い、2040年までの自立商用化を目指す

蓄電池の目標
 2030年までのできるだけ早期に、国内の車載用蓄電池の製造能力を100GWhまで高めるとともに、電気自動車とガソリン車の経
済性が同等となる車載用の電池パック価格1万円/kWh以下を目指す。

 2050年の自動車のライフサイクル全体でのカーボンニュートラル化を目指すとともに、新たなエネルギー基盤としての蓄電池産業の競争
力強化を図る。

＜基本的考え方＞
①自動車産業のみならず、エネルギー供給、様々な産業、生活や仕事、モビリティや物流、地域やまちづくりに関わり、幅広い政策を積極的に総動員する。
②国際競争力にもつながるよう、特定の技術に限定することなく、パワートレイン・エネルギー/燃料等を最適に組み合わせて、多様な道筋を目指す。
③日本の自動車産業は、世界各国に自動車を供給する、世界に冠たる総合的な技術力をもつ基幹産業であり、諸外国の施策や市場の状況に注目して、
包括的な措置を講じる。

④関連産業には中小零細企業が多くを占める分野も多いことから、電動化への対応の他、新たな領域への挑戦、業態転換や多角化、企業同士の連携や
合併等を通じて、カーボンニュートラル実現に向けて、前向きに取り組めるような産業構造を目指す。
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１.（４）2050年カーボンニュートラルに向けた動き③
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ＳＳによる供給体制確保に向けた取組
（１）地域内のエネルギー供給体制の確保
 ＳＳは、給油や灯油の配送等を通じて石油製品の供給を担う重要かつ不可欠な社会インフラ。
 ＳＳが、石油製品の販売に加えて、カーシェア等のモビリティサービスやランドリー等の生活関連サービスも提供する

「マルチファンクションＳＳ（多機能ＳＳ）」やＡＩ等を活用する「デジタル・トランスフォーメーションＳＳ（Ｄ
Ｘ・ デジタル化に対応したＳＳ）」としての発展を目指せるように、ＳＳの経営多角化等の事業再構築やデジタ
ル技術を活用した人手不足対策等を後押しする。

 ＳＳが、石油製品の供給を継続しながらＥＶやＦＣＶへのエネルギー供給も担う「総合エネルギー拠点」としての
発展を目指せるように、これらの課題の解決を図っていくことと併せて、ＳＳにおけるＥＶ向け充電器や水素ステー
ションの併設を後押しする。

 特に、都市部以外の地域においては、石油製品供給の担い手だけではなく、高齢者向けサービス等の社会的ニー
ズに対応する担い手も不足しており、ＳＳがこうしたサービスも担う「地域コミュニティインフラ」としての発展を目指せ
るよう、ＳＳの取組を後押しする。

 ＳＳの事業転換等に伴う集約化等による地域内の石油供給体制の合理化に加え、自治体と地域内のＳＳとの
平時からの連携強化や、自治体によるＳＳ承継等に向けた取組についても後押しする。

（２）ＳＳのレジリエンス強化
 非常用発電機を備えた中核ＳＳ（緊急車両への優先給油を担うＳＳ）や住民拠点ＳＳ（一般車両への燃料給油を担うＳＳ）等の整備を進める

とともに、各都道府県の石油組合が４７都道府県等の地方自治体と災害時燃料供給協定を締結することにより、ＳＳが各地域において災害時の燃料
供給要請に対応する「最後の砦」の役割を果たす体制を構築。

 ＳＳの災害対応能力の更なる強化や自治体等の関係機関との連携を強化していく必要がある。

（３）公正かつ透明な石油製品取引構造の確立
 石油製品は品質の差別化が難しく、競争は価格面に集中する傾向がある中、石油製品需要の更なる減少に伴い競争が激しくなるとの指摘もあるため、

引き続き公正かつ透明な石油製品取引構造の確立に取り組む必要がある。

【参考】 エネルギー基本計画における石油の位置づけ
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２．ＳＳ過疎地等の現状

３．これまでの取組



２.（１）ＳＳ過疎地の現状①
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 高齢者への冬場の灯油配送や自動車へのガソリンの給油などに支障を来す「SS過疎地問題」は全国的課
題。市町村内のSS数が3か所以下の自治体として定義した「SS過疎地」は、全1,718市町村のうち343
市町村(令和2年度末時点)。

 SS過疎地等（※）に位置するSSの今後の事業継続意思についてのアンケートでは、「当面は継続したい」が
73％、「経営見直しやコスト効率化により継続したい」という回答が14%、「事業譲渡」「廃業」を考えていると
いう回答が合わせて10％であった。

 石油製品需要の減少が引き続き見込まれる中、地域住民の生活環境の維持や災害時の燃料供給拠点を
確保する観点から、地域の状況を踏まえた対応が必要。

SS過疎地等に位置するSSの今後の事業継続意思ＳＳ過疎市町村数の推移
平成30年度末 令和元年度末 令和2年度末

０カ所 ９ １０ １０

１カ所 ８３ ８２ ８６

２カ所 １０４ １０７ １０９

３カ所 １２９ １３３ １３８

合 計 ３２５市町村
（＋１３）

３３２市町村
（＋７）

３４３市町村
（＋１１）

（図中の数字は
上段：回答数,
下段：%）

N=567

当面は、現状のまま継続したい 経営見直し、コスト効率化を進めることで継続したい

他社に全部の事業引継ぎや譲渡をしたい 未定

廃業を考えている

出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査
（令和２年度資源エネルギー庁委託） 10

（）内は前年度比出所：資源エネルギー庁調べ

※SS過疎地等
SS過疎地＋居住地から最寄りSSまでの道路距離が
15km以上のエリアが所在している市町村



２.（１）ＳＳ過疎地の現状②
 住民生活や産業に支障をきたすおそれがある、または既に支障をきたしている地区、集落があると回答した自

治体に対し、支障をきたしている（支障をきたすおそれがある）燃料を質問したところ、「自動車用の燃料」と
いう回答が82.9％、次いで「高齢者宅への宅配サービス等の灯油」という回答が78.7％となった。

出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査
（令和２年度資源エネルギー庁委託）
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支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料
（ＳＳ過疎地の自治体アンケート）
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		A0b						100.0		51.6		48.4

		[T000002]

		[G000002]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		１．ＳＳ過疎地であることの認識

		CRI		Q2

		BT		問２．「ＳＳが遠い」、「ＳＳが不足している」等により、住民生活や産業に支障をきたすおそれがある地区、集落があるか

		BC						調査数		既に支障をきたしている地区、集落がある		将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある		支障をきたす心配はない		わからない

		A0a		　				376		39		125		172		40

		A0b						100.0		10.4		33.2		45.7		10.6

		[T000003]

		[G000003]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		１．ＳＳ過疎地であることの認識

		CRI		Q2.1

		BT		問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか																				問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか

		BC						調査数		自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		除雪車用等の軽油		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		災害発生時の非常用燃料		その他								調査数		自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		災害発生時の非常用燃料		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		除雪車用等の軽油		その他

		A0a		　				164		136		129		53		92		101		1				　				164		136		129		101		92		53		1

		A0b						100.0		82.9		78.7		32.3		56.1		61.6		0.6								100.0		82.9		78.7		61.6		56.1		32.3		0.6

																														136
82.9%		129
78.7%		101
61.6%		92
56.1%		53
32.3%		1
0.6%

		[T000004]

		[G000004]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		CRI		Q3

		BT		問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか																				問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか

		BC						調査数		市町村内のＳＳの数		経営状況		経営者		施設の概要（規模、設備等）		将来的な事業の継続意思		把握していない								調査数		市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思

		A0a		　				369		305		25		197		93		18		60				　				369		305		197		93		60		25		18

		A0b						100.0		82.7		6.8		53.4		25.2		4.9		16.3								100.0		82.7		53.4		25.2		16.3		6.8		4.9

																														305
82.7%		197
53.4%		93
25.2%		60
16.3%		25
6.8%		18
4.9%

		[T000005]

		[G000005]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		CRI		Q4

		BT		問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか

		BC						調査数		実施している		実施はしていないが関係者（団体）と検討している		実施はしていないが自治体内で検討している		実施も検討もしていない

		A0a		　				371		56		7		12		296

		A0b						100.0		15.1		1.9		3.2		79.8

		[T000006]

		[G000006]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		CRI		Q4.1

		BT		問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか																						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

		BC						調査数		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援		官公需取引による支援		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		その他								調査数		官公需取引による支援		その他		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援

		A0a		　				75		8		6		3		46		9		14		22				　				75		46		22		14		9		8		6		3

		A0b						100.0		10.7		8.0		4.0		61.3		12.0		18.7		29.3								100.0		61.3		29.3		18.7		12.0		10.7		8.0		4.0

																														75
100.0%		46
61.3%		22
29.3%		14
18.7%		9
12.0%		8
10.7%		6
8.0%		3
4.0%

		[T000007]

		[G000007]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		CRI		Q5

		BT		問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか

		BC						調査数		実施している		検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない		検討中（または近々検討が始まる予定）		検討していない

		A0a		　				369		214		9		51		95

		A0b						100.0		58.0		2.4		13.8		25.7

		[T000008]

		[G000008]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		CRI		Q5.1

		BT		問５－１．具体的な対策																				問５－１．具体的な対策

		BC						調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		各家庭の燃料備蓄を奨励している		その他								調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している

		A0a		　				214		165		133		48		35		9		12				　				214		165		133		48		35		12		9

		A0b						100.0		77.1		62.1		22.4		16.4		4.2		5.6								100.0		77.1		62.1		22.4		16.4		5.6		4.2

																														165
77.1%		133
62.1%		48
22.4%		35
16.4%		12
5.6%		9
4.2%

		[T000009]

		[G000009]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		３．平時の燃料に係る官公需の状況について

		CRI		Q6																				Q6

		BT		問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか																				問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

		BC						調査数		公用車、官公庁車両の燃料		除雪車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		その他										調査数		公用車、官公庁車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		除雪車両の燃料		その他

		A0a		　				376		371		193		284		212		19						　				376		371		284		212		193		19

		A0b						100.0		98.7		51.3		75.5		56.4		5.1										100.0		98.7		75.5		56.4		51.3		5.1

																														371
98.7%		284
75.5%		212
56.4%		193
51.3%		19
5.1%

		[T000010]

		[G000010]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		３．平時の燃料に係る官公需の状況について

		CRI		Q7

		BT		問７．石油燃料をどのように調達しているか

		BC						調査数		原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）		その他

		A0a		　				373		212		41		4		84		6		26

		A0b						100.0		56.8		11.0		1.1		22.5		1.6		7.0

		[T000011]

		[G000011]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q8

		BT		問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか

		BC						調査数		重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している		重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している		問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない		特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある		特に問題として認識しておらず、関心もない		その他

		A0a		　				373		16		37		131		118		64		7

		A0b						100.0		4.3		9.9		35.1		31.6		17.2		1.9

		[T000012]

		[G000012]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q9.1

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

		A0a		　				314		122		87		40		17		8		32		0		4		4				　				314		122		87		40		32		17		8		4		4		0

		A0b						100.0		38.9		27.7		12.7		5.4		2.5		10.2		0.0		1.3		1.3								100.0		38.9		27.7		12.7		10.2		5.4		2.5		1.3		1.3		0.0

																																				122
38.9%		87
27.7%		40
12.7%		32
10.2%		17
5.4%		8
2.5%		4
1.3%		4
1.3%		0
0.0%

		[T000013]

		[G000013]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q9.2

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備

		A0a		　				296		18		93		62		57		26		30		2		2		6				　				296		93		62		57		30		26		18		6		2		2

		A0b						100.0		6.1		31.4		20.9		19.3		8.8		10.1		0.7		0.7		2.0								100.0		31.4		20.9		19.3		10.1		8.8		6.1		2.0		0.7		0.7

																																				93
31.4%		62
20.9%		57
19.3%		30
10.1%		26
8.8%		18
6.1%		6
2.0%		2
0.7%		2
0.7%

		[T000014]

		[G000014]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q9.3

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保

		A0a		　				273		19		16		46		55		40		63		4		19		11				　				273		63		55		46		40		19		19		16		11		4

		A0b						100.0		7.0		5.9		16.8		20.1		14.7		23.1		1.5		7.0		4.0								100.0		23.1		20.1		16.8		14.7		7.0		7.0		5.9		4.0		1.5

																																				63
23.1%		55
20.1%		46
16.8%		40
14.7%		19
7.0%		19
7.0%		16
5.9%		11
4.0%		4
1.5%

		[T000015]

		[G000015]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q10

		BT		問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）																								問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

		BC						調査数		食品・生活用品の配送		地域の見守り		高齢者の外出支援		除雪		商店・コンビニ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）		ＳＳ		その他								調査数		商店・コンビニ		高齢者の外出支援		地域の見守り		食品・生活用品の配送		除雪		その他		ＳＳ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）

		A0a		　				359		129		165		180		63		220		30		38		42				　				359		220		180		165		129		63		42		38		30

		A0b						100.0		35.9		46.0		50.1		17.5		61.3		8.4		10.6		11.7								100.0		61.3		50.1		46.0		35.9		17.5		11.7		10.6		8.4

																																		220
61.3%		180
50.1%		165
46.0%		129
35.9%		63
17.5%		42
11.7%		38
10.6%		30
8.4%

		[T000016]

		[G000016]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		CRI		Q11

		BT		問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割																								問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

		BC						調査数		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）		ドライバー等観光客への案内所		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		特になし		その他								調査数		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		ドライバー等観光客への案内所		特になし		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		その他		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）

		A0a		　				373		6		101		112		66		25		224		88		13				　				373		224		112		101		88		66		25		13		6

		A0b						100.0		1.6		27.1		30.0		17.7		6.7		60.1		23.6		3.5								100.0		60.1		30.0		27.1		23.6		17.7		6.7		3.5		1.6

																																		224
60.1%		112
30.0%		101
27.1%		88
23.6%		66
17.7%		25
6.7%		13
3.5%		6
1.6%

		[T000017]

		[G000017]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		５．地域の燃料確保に向けた施策について

		CRI		Q12																				Q12

		BT		問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること																				問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

		BC						調査数		地下タンク入れ換えへの補助		地域計画策定への補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		国の支援策の周知		気軽に相談できる窓口の設置		その他								調査数		国の支援策の周知		地下タンク入れ換えへの補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		気軽に相談できる窓口の設置		地域計画策定への補助		その他

		A0a		　				354		202		50		189		213		100		19				　				354		213		202		189		100		50		19

		A0b						100.0		57.1		14.1		53.4		60.2		28.2		5.4								100.0		60.2		57.1		53.4		28.2		14.1		5.4

																														213
60.2%		202
57.1%		189
53.4%		100
28.2%		50
14.1%		19
5.4%





G000001_円(単)

		[G000001]

		[T000001]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

				Q1

						問１．「市町村内のＳＳ数が３箇所以下の市町村」または「居住地から一定距離圏内にＳＳが存在しない地域を含む市町村」に含まれているか知っているか



										N = 376										％

						問１．「市町村内のＳＳ数が３箇所以下の市町村」または「居住地から一定距離圏内にＳＳが存在しない地域を含む市町村」に含まれているか知っているか																																																						　

						調査数		知っている		知らない

		　		　		376		51.6		48.4





知っている	知らない	194	182	知っている	知らない	51.6	48.4	



G000002_円(単)

		[G000002]

		[T000002]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

				Q2

						問２．「ＳＳが遠い」、「ＳＳが不足している」等により、住民生活や産業に支障をきたすおそれがある地区、集落があるか



																N = 376				％

						問２．「ＳＳが遠い」、「ＳＳが不足している」等により、住民生活や産業に支障をきたすおそれがある地区、集落があるか																																																						　

						調査数		既に支障をきたしている地区、集落がある		将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある		支障をきたす心配はない		わからない

		　		　		376		10.4		33.2		45.7		10.6





既に支障をきたしている地区、集落がある	将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある	支障をきたす心配はない	わからない	39	125	172	40	既に支障をきたしている地区、集落がある	将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある	支障をきたす心配はない	わからない	10.4	33.200000000000003	45.7	10.6	



G000003_棒(単)

		[G000003]

		[T000003]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

				Q2.1

						問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか

						％																N = 164

																						N = 164

								自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		災害発生時の非常用燃料		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		除雪車用等の軽油		その他

						問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか

						調査数		自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		除雪車用等の軽油		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		災害発生時の非常用燃料		その他

		　		　		164		82.9		78.7		32.3		56.1		61.6		0.6



136
82.9%	129
78.7%	101
61.6%	92
56.1%	53
32.3%	1
0.6%	82.9	78.7	61.6	56.1	32.299999999999997	0.6	



G000004_棒(単)

		[G000004]

		[T000004]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

				Q3

						問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか

						％

				N = 369

								市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思

						問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか

						調査数		市町村内のＳＳの数		経営状況		経営者		施設の概要（規模、設備等）		将来的な事業の継続意思		把握していない

		　		　		369		82.7		6.8		53.4		25.2		4.9		16.3



305
82.7%	197
53.4%	93
25.2%	60
16.3%	25
6.8%	18
4.9%	82.7	53.4	25.2	16.3	6.8	4.9000000000000004	



G000005_円(単)

		[G000005]

		[T000005]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

				Q4

						問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか



														N = 371						％

						問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか																																																						　

						調査数		実施している		実施はしていないが関係者（団体）と検討している		実施はしていないが自治体内で検討している		実施も検討もしていない

		　		　		371		15.1		1.9		3.2		79.8







実施している	実施はしていないが関係者（団体）と検討している	実施はしていないが自治体内で検討している	実施も検討もしていない	56	7	12	296	実施している	実施はしていないが関係者（団体）と検討している	実施はしていないが自治体内で検討している	実施も検討もしていない	15.1	1.9	3.2	79.8	



G000006_棒(単)

		[G000006]

		[T000006]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

				Q4.1

						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

						％

				N = 75

								官公需取引による支援		その他		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援

						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

						調査数		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援		官公需取引による支援		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		その他

		　		　		75		10.7		8.0		4.0		61.3		12.0		18.7		29.3



46
61.3%	22
29.3%	14
18.7%	9
12.0%	8
10.7%	6
8.0%	3
4.0%	61.3	29.3	18.7	12	10.7	8	4	



G000007_円(単)

		[G000007]

		[T000007]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

				Q5

						問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか



																		N = 369

																				％

						問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか																																																						　

						調査数		実施している		検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない		検討中（または近々検討が始まる予定）		検討していない

		　		　		369		58.0		2.4		13.8		25.7





実施している	検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない	検討中（または近々検討が始まる予定）	検討していない	214	9	51	95	実施している	検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない	検討中（または近々検討が始まる予定）	検討していない	58	2.4	13.8	25.7	



G000008_棒(単)

		[G000008]

		[T000008]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

				Q5.1

						問５－１．具体的な対策

						％

				N = 214

								災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している

						問５－１．具体的な対策

						調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		各家庭の燃料備蓄を奨励している		その他

		　		　		214		77.1		62.1		22.4		16.4		4.2		5.6



165
77.1%	133
62.1%	48
22.4%	35
16.4%	12
5.6%	9
4.2%	77.099999999999994	62.1	22.4	16.399999999999999	5.6	4.2	



G000009_棒(単)

		[G000009]

		[T000009]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				３．平時の燃料に係る官公需の状況について

				Q6

						問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

						％

				N = 376

								公用車、官公庁車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		除雪車両の燃料		その他

						問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

						調査数		公用車、官公庁車両の燃料		除雪車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		その他

		　		　		376		98.7		51.3		75.5		56.4		5.1



371
98.7%	284
75.5%	212
56.4%	193
51.3%	19
5.1%	98.7	75.5	56.4	51.3	5.0999999999999996	



G000010_円(単)

		[G000010]

		[T000010]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				３．平時の燃料に係る官公需の状況について

				Q7

						問７．石油燃料をどのように調達しているか



												N = 373						％

						問７．石油燃料をどのように調達しているか																																																						　

						調査数		原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）		その他

		　		　		373		56.8		11.0		1.1		22.5		1.6		7.0









原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）	その他	212	41	4	84	6	26	原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）	その他	56.8	11	1.1000000000000001	22.5	1.6	7	



G000011_円(単)

		[G000011]

		[T000011]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

				Q8

						問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか



												N = 373						％

						問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか																																																						　

						調査数		重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している		重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している		問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない		特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある		特に問題として認識しておらず、関心もない		その他

		　		　		373		4.3		9.9		35.1		31.6		17.2		1.9









重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している	重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している	問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない	特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある	特に問題として認識しておらず、関心もない	その他	16	37	131	118	64	7	重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している	重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している	問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない	特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある	特に問題として認識しておらず、関心もない	その他	4.3	9.9	35.1	31.6	17.2	1.9	



G000012_棒(単)

		[G000012]

		[T000012]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】

						％

				N = 314

								地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】																																																						　

						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

		　		　		314		38.9		27.7		12.7		10.2		5.4		2.5		1.3		1.3		0.0



122
38.9%	87
27.7%	40
12.7%	32
10.2%	17
5.4%	8
2.5%	4
1.3%	4
1.3%	0
0.0%	38.9	27.7	12.7	10.199999999999999	5.4	2.5	1.3	1.3	0	



G000013_棒(単)

		[G000013]

		[T000013]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】



						％



				N = 296

								生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備



						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】																																																						　

						調査数		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備

		　		　		296		31.4		20.9		19.3		10.1		8.8		6.1		2.0		0.7		0.7



93
31.4%	62
20.9%	57
19.3%	30
10.1%	26
8.8%	18
6.1%	6
2.0%	2
0.7%	2
0.7%	31.4	20.9	19.3	10.1	8.8000000000000007	6.1	2	0.7	0.7	



G000014_棒(単)

		[G000014]

		[T000014]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】



						％



				N = 273

								地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保



						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】																																																						　

						調査数		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保

		　		　		273		23.1		20.1		16.8		14.7		7.0		7.0		5.9		4.0		1.5



63
23.1%	55
20.1%	46
16.8%	40
14.7%	19
7.0%	19
7.0%	16
5.9%	11
4.0%	4
1.5%	23.1	20.100000000000001	16.8	14.7	7	7	5.9	4	1.5	



G000015_棒(単)

		[G000015]

		[T000015]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

				Q10

						問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

						％

				N = 359

								商店・コンビニ		高齢者の外出支援		地域の見守り		食品・生活用品の配送		除雪		その他		ＳＳ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）

						問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

						調査数		食品・生活用品の配送		地域の見守り		高齢者の外出支援		除雪		商店・コンビニ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）		ＳＳ		その他

		　		　		359		35.9		46.0		50.1		17.5		61.3		8.4		10.6		11.7



220
61.3%	180
50.1%	165
46.0%	129
35.9%	63
17.5%	42
11.7%	38
10.6%	30
8.4%	61.3	50.1	46	35.9	17.5	11.7	10.6	8.4	



G000016_棒(単)

		[G000016]

		[T000016]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

				Q11

						問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

						％

				N = 373

								灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		ドライバー等観光客への案内所		特になし		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		その他		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）

						問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

						調査数		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）		ドライバー等観光客への案内所		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		特になし		その他

		　		　		373		1.6		27.1		30.0		17.7		6.7		60.1		23.6		3.5



224
60.1%	112
30.0%	101
27.1%	88
23.6%	66
17.7%	25
6.7%	13
3.5%	6
1.6%	60.1	30	27.1	23.6	17.7	6.7	3.5	1.6	



G000017_棒(単)

		[G000017]

		[T000017]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				５．地域の燃料確保に向けた施策について

				Q12

						問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

						％

				N = 354

								国の支援策の周知		地下タンク入れ換えへの補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		気軽に相談できる窓口の設置		地域計画策定への補助		その他

						問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

						調査数		地下タンク入れ換えへの補助		地域計画策定への補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		国の支援策の周知		気軽に相談できる窓口の設置		その他

		　		　		354		57.1		14.1		53.4		60.2		28.2		5.4



213
60.2%	202
57.1%	189
53.4%	100
28.2%	50
14.1%	19
5.4%	60.2	57.1	53.4	28.2	14.1	5.4	
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N=1046
（上位３項目を回答）

（図中の数字は
上段：回答数、
下段：割合）

（件）

12

 SSの事業継続に当たっては、販売量減少といった需要面の課題のみならず、従業員・後継者確
保や施設の老朽化・地下タンク規制対応といった供給面の課題も大きい。

【SS運営上の課題】 【廃業を考えた理由】

出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査
（令和２年度資源エネルギー庁委託）

（図中の数字は
上段：回答数,
下段：割合）

N =27

経営が厳しい 販売量の減少
後継者が確保できない 施設や設備を維持・更新するためのコストが確保できない
施設の老朽化 その他

6件
22.2%

3件
11.1%

4件
14.8%

3件
11.1%

8件
29.6%

3件
11.1%

２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題



■販売数量（卸売除く）（n=373）

ガソリン 灯油（春夏） 灯油（秋冬） 軽油
サンプル数 373 358 363 370
平均 42.9 11.9 36.8 32.3

 SSの月間販売量はガソリンが平均42.9kl 、軽油が平均32.3kl 、灯油（春夏）が平均11.9kl、
灯油（秋冬）が平均36.8klであった。
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① 油種別の月間販売量（平成29年度決算期）
２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題

出所：SS過疎地等実態調査（平成30年度資源エネルギー庁委託）
※全国平均は、一般社団法人全国石油協会「石油製品販売業
経営実態調査報告書(平成30年度調査版)」 より
http://www.sekiyu.or.jp/purpose/research/index.html 13
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② 油種別の過去5年間の販売量の傾向（左:平成29年度決算期、右:令和元年度決算期）
• 令和元年度決算期における油種別5年間の販売量の傾向については、いずれの油種でも「減少」
の割合が最も高くなっており、ガソリンは76.9％、灯油（春夏）は67.5％、灯油（秋冬）は
66.6％、軽油は61.6％であった。

• いずれの油種も、平成30年度調査時点に比べて「減少」の割合が大きくなっている。

69
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3.0%

336
37.8%

526
59.2%

N=909

53
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上段：回答数、
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２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題

14出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



③ 従業員数
• 家族従事者は1人のSSが最も多く、全体の4割を占める。

• 正規従業員、派遣社員等の人数にはばらつきがみられる。正規従業員の平均は3.1名、派遣社員等の平均
は2.7名であり、完全に家族のみで経営しているSSは10件であった。

調査数 平 均 最小値 最大値

家族従事者 177 1.4 0.0 5.0
正規従業員 266 3.1 0.0 70.0
派遣社員・契約社員・パート・アルバイト 239 2.7 0.0 20.0

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上

N =239
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37.2%

46
19.2%

21
8.8%

61
25.5%

N =177

34
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71
40.1%

50
28.2%

17
9.6%

5
2.8%

N =266

15
5.6%

73
27.4%

62
23.3%

51
19.2%

65
24.4%

家族従事者 正規従業員 派遣社員等

２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題

15出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



④ 経営者・従業員の年齢構成
• SSの責任者（経営者・役員・店主等）の平均年齢は57.5歳であった。年代別の割合では60代が最も多く、

60代以上の責任者が45.6%を占める。

• 平成30年度調査ではSSの責任者の平均年齢は56.6歳であり、経営者の高齢化が進んでいることがうかがえる。

• 正規従業員、派遣社員等は、30～49歳の割合が最も高い。

２９歳以下 ３０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳代以上

N =248
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29
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24
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調査数 平 均 最小値 最大値

給油所の責任者（経営者・役員・店主等） 296 57.5 24.0 89.0

家族従事者 141 58.7 26.0 85.0

正規従業員 248 45.7 20.0 73.0

派遣社員・契約社員・パート・アルバイト 212 48.9 16.0 77.0

家族従事者 正規従業員 派遣社員等責任者

２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題

16出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



⑤ 新たな事業・サービスへの意向（左:平成30年度調査、右:令和2年度調査）
• 今後、SSで展開していきたい、もしくは興味のある新たな事業・サービスについては、「特に検討して
いない」と回答したSSが68.8%であった。検討しているSSでは、「地域住民との連携（見守り、除
雪）」が13.8%、「EV充電設備の設置」が12.9%で上位となった。

• 「特に検討していない」と回答したSSの割合は、平成30年度から約18ポイント増加しており、新規
事業展開への関心は低くなっている。
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２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題

17出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



⑥ 新たな事業・サービスの展開にあたっての課題
• ⑤で、新たな事業・サービスの展開に関心があると回答した事業者のみで集計してみても、全体との
大きな傾向の差はみられない。設備投資の資金確保が重要との回答。
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出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



【参考】 新型コロナウィルスの影響による経営状況、売上の変化
• 新型コロナウィルスの影響による売上、来店客数の増減の割合については、石油製品の売上は「1
～2割減少」と回答したSSが最も多く、33.6%であった。来店客数は、「1～2割減少」と回答した
SSが最も多く、36.7%だった。油外の売上は、「変化なし」の回答が最も多い。

• 2割以上減少したと回答したSSが、石油製品の売上については38.9%、来店客数についても
35.5%を占める。
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新型コロナウィルスの影響による経営状況、売上の変化

２.（２）ＳＳ過疎地等に立地するＳＳの経営課題
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出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



• 「自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか」という問いに対して、8割以上が市町村内の
ＳＳの数を把握しており、半数強が経営者を把握しているが、経営状況・将来的な事業の継続意思を把握して
いる自治体は5～7％程度にとどまった。（SSの数も含め）「把握していない」という回答は16.3％であった。

• 平成30年度調査では選択肢が異なり、「市町村内のSSの数」「経営者」という選択肢がなかったため、「把握し
ていない」の割合が高くなっているが、経営状況や事業の継続意思を把握している自治体は依然として少ない。
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① ＳＳの実態の把握状況（左:平成30年度調査、右:令和2年度調査）
２.（３）ＳＳ過疎地の自治体の状況
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N = 369

出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）



② ＳＳ維持のための取り組み（左:平成30年度調査、右:令和2年度調査）
• ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているかという問いに対して、「実施も検討もしていない」と
いう回答が79.8％であった。一方で、「実施している」という回答が15.1％、「実施はしていないが
関係者（団体）と検討している」という回答が1.9％、「実施はしていないが自治体内で検討して
いる」という回答が3.2％であった。

• 平成30年度と比較して、「実施している」と回答している自治体の割合が10ポイント近く増加して
いる。
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③ ＳＳ維持のための具体的な取り組み
• ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているかという問いに
対して、「官公需取引による支援」という回答が61.3％であった。なお、「その他」の内容としては、
「地下タンクの更新に関する支援」や「SSの建設支援」などの回答があった。
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④ 災害発生時の燃料確保についての対策や体制の検討（左:平成30年度調査、右:令和2年度調査）

• 災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているかという問いに対して、
「実施している」という回答が58.0％であり、「検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施まで
には至っていない」という回答が2.4％、「検討中（または近々検討が始まる予定）」という回答が
13.8％であった。一方で、「検討していない」という回答は、25.7％であった。

• 平成30年度は「検討状況」のみを質問しており、選択肢が異なるため単純比較はできないが、「検
討していない」という回答は10ポイント程度減少しており、何等かの検討を行っている市町村が多い
ことがうかがえる。

  

昨年度、またはそれ以前から検討している 今年度から検討を始めた 検討していない
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⑤ 災害発生時の燃料確保について検討している具体的な対策や体制（左:平成30年度調査、右:令和2年度調査）

• 災害発生時の燃料確保に向けた対策を「実施している」と回答した自治体に対して、具体的な対
策の内容を質問したところ、「災害協定を結んでいる」という回答が77.1％、次いで「平時から地元
のＳＳを利用している」という回答が62.1％。

• 平成30年度と選択肢が異なるため単純比較は難しいが、地域のSS利用の割合は高いものの、公
共施設や各家庭の燃料備蓄を推進している自治体の割合は依然として低い。
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		A2b						100.0		92.9		14.3		42.9		35.7		0.0		7.1								100.0		92.9		42.9		35.7		7.1		14.3		0.0
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		[T000005]

		[G000005]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		BT		問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか

		BC						調査数		実施している		実施はしていないが関係者（団体）と検討している		実施はしていないが自治体内で検討している		実施も検討もしていない

		A0a		合  計				371		56		7		12		296

		A0b						100.0		15.1		1.9		3.2		79.8

		A1a		分析軸２		過年度から継続		357		54		7		12		284

		A1b						100.0		15.1		2.0		3.4		79.6

		A2a				新規		14		2		0		0		12

		A2b						100.0		14.3		0.0		0.0		85.7

		[T000006]

		[G000006]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		BT		問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか																						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

		BC						調査数		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援		官公需取引による支援		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		その他								調査数		官公需取引による支援		その他		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援

		A0a		合  計				75		8		6		3		46		9		14		22				合  計				75		46		22		14		9		8		6		3

		A0b						100.0		10.7		8.0		4.0		61.3		12.0		18.7		29.3								100.0		61.3		29.3		18.7		12.0		10.7		8.0		4.0

		A1a		分析軸２		過年度から継続		73		7		6		3		45		9		14		21				分析軸２		過年度から継続		73		45		21		14		9		7		6		3

		A1b						100.0		9.6		8.2		4.1		61.6		12.3		19.2		28.8								100.0		61.6		28.8		19.2		12.3		9.6		8.2		4.1

		A2a				新規		2		1		0		0		1		0		0		1						新規		2		1		1		0		0		1		0		0

		A2b						100.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0								100.0		50.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0
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		[T000007]

		[G000007]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		BT		問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか

		BC						調査数		実施している		検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない		検討中（または近々検討が始まる予定）		検討していない

		A0a		合  計				369		214		9		51		95

		A0b						100.0		58.0		2.4		13.8		25.7

		A1a		分析軸２		過年度から継続		355		206		9		50		90

		A1b						100.0		58.0		2.5		14.1		25.4

		A2a				新規		14		8		0		1		5

		A2b						100.0		57.1		0.0		7.1		35.7

		[T000008]

		[G000008]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		２．対策・施策について

		BT		問５－１．具体的な対策																				問５－１．具体的な対策

		BC						調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		各家庭の燃料備蓄を奨励している		その他								調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している

		A0a		合  計				214		165		133		48		35		9		12				合  計				214		165		133		48		35		12		9

		A0b						100.0		77.1		62.1		22.4		16.4		4.2		5.6								100.0		77.1		62.1		22.4		16.4		5.6		4.2

		A1a		分析軸２		過年度から継続		206		160		130		48		34		9		12				分析軸２		過年度から継続		206		160		130		48		34		12		9

		A1b						100.0		77.7		63.1		23.3		16.5		4.4		5.8								100.0		77.7		63.1		23.3		16.5		5.8		4.4

		A2a				新規		8		5		3		0		1		0		0						新規		8		5		3		0		1		0		0

		A2b						100.0		62.5		37.5		0.0		12.5		0.0		0.0								100.0		62.5		37.5		0.0		12.5		0.0		0.0
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		[T000009]

		[G000009]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		３．平時の燃料に係る官公需の状況について

		BT		問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか																		問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

		BC						調査数		公用車、官公庁車両の燃料		除雪車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		その他								調査数		公用車、官公庁車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		除雪車両の燃料		その他

		A0a		合  計				376		371		193		284		212		19				合  計				376		371		284		212		193		19

		A0b						100.0		98.7		51.3		75.5		56.4		5.1								100.0		98.7		75.5		56.4		51.3		5.1

		A1a		分析軸２		過年度から継続		362		357		187		272		206		19				分析軸２		過年度から継続		362		357		272		206		187		19

		A1b						100.0		98.6		51.7		75.1		56.9		5.2								100.0		98.6		75.1		56.9		51.7		5.2

		A2a				新規		14		14		6		12		6		0						新規		14		14		12		6		6		0

		A2b						100.0		100.0		42.9		85.7		42.9		0.0								100.0		100.0		85.7		42.9		42.9		0.0
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		[T000010]

		[G000010]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		３．平時の燃料に係る官公需の状況について

		BT		問７．石油燃料をどのように調達しているか

		BC						調査数		原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）		その他

		A0a		合  計				373		212		41		4		84		6		26

		A0b						100.0		56.8		11.0		1.1		22.5		1.6		7.0

		A1a		分析軸２		過年度から継続		359		205		40		4		81		6		23

		A1b						100.0		57.1		11.1		1.1		22.6		1.7		6.4

		A2a				新規		14		7		1		0		3		0		3

		A2b						100.0		50.0		7.1		0.0		21.4		0.0		21.4

		[T000011]

		[G000011]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか

		BC						調査数		重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している		重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している		問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない		特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある		特に問題として認識しておらず、関心もない		その他

		A0a		合  計				373		16		37		131		118		64		7

		A0b						100.0		4.3		9.9		35.1		31.6		17.2		1.9

		A1a		分析軸２		過年度から継続		359		16		35		128		112		62		6

		A1b						100.0		4.5		9.7		35.7		31.2		17.3		1.7

		A2a				新規		14		0		2		3		6		2		1

		A2b						100.0		0.0		14.3		21.4		42.9		14.3		7.1

		[T000012]

		[G000012]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

		A0a		合  計				314		122		87		40		17		8		32		0		4		4				合  計				314		122		87		40		32		17		8		4		4		0

		A0b						100.0		38.9		27.7		12.7		5.4		2.5		10.2		0.0		1.3		1.3								100.0		38.9		27.7		12.7		10.2		5.4		2.5		1.3		1.3		0.0

		A1a		分析軸２		過年度から継続		303		117		84		38		17		7		32		0		4		4				分析軸２		過年度から継続		303		117		84		38		32		17		7		4		4		0

		A1b						100.0		38.6		27.7		12.5		5.6		2.3		10.6		0.0		1.3		1.3								100.0		38.6		27.7		12.5		10.6		5.6		2.3		1.3		1.3		0.0

		A2a				新規		11		5		3		2		0		1		0		0		0		0						新規		11		5		3		2		0		0		1		0		0		0

		A2b						100.0		45.5		27.3		18.2		0.0		9.1		0.0		0.0		0.0		0.0								100.0		45.5		27.3		18.2		0.0		0.0		9.1		0.0		0.0		0.0
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		[T000013]

		[G000013]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備

		A0a		合  計				296		18		93		62		57		26		30		2		2		6				合  計				296		93		62		57		30		26		18		6		2		2

		A0b						100.0		6.1		31.4		20.9		19.3		8.8		10.1		0.7		0.7		2.0								100.0		31.4		20.9		19.3		10.1		8.8		6.1		2.0		0.7		0.7

		A1a		分析軸２		過年度から継続		285		16		86		62		56		25		30		2		2		6				分析軸２		過年度から継続		285		86		62		56		30		25		16		6		2		2

		A1b						100.0		5.6		30.2		21.8		19.6		8.8		10.5		0.7		0.7		2.1								100.0		30.2		21.8		19.6		10.5		8.8		5.6		2.1		0.7		0.7

		A2a				新規		11		2		7		0		1		1		0		0		0		0						新規		11		7		0		1		0		1		2		0		0		0

		A2b						100.0		18.2		63.6		0.0		9.1		9.1		0.0		0.0		0.0		0.0								100.0		63.6		0.0		9.1		0.0		9.1		18.2		0.0		0.0		0.0
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		[T000014]

		[G000014]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】																										問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】

		BC						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		地域コミュニティの維持		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備		その他								調査数		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保

		A0a		合  計				273		19		16		46		55		40		63		4		19		11				合  計				273		63		55		46		40		19		19		16		11		4

		A0b						100.0		7.0		5.9		16.8		20.1		14.7		23.1		1.5		7.0		4.0								100.0		23.1		20.1		16.8		14.7		7.0		7.0		5.9		4.0		1.5

		A1a		分析軸２		過年度から継続		263		19		16		45		52		38		59		4		19		11				分析軸２		過年度から継続		263		59		52		45		38		19		19		16		11		4

		A1b						100.0		7.2		6.1		17.1		19.8		14.4		22.4		1.5		7.2		4.2								100.0		22.4		19.8		17.1		14.4		7.2		7.2		6.1		4.2		1.5

		A2a				新規		10		0		0		1		3		2		4		0		0		0						新規		10		4		3		1		2		0		0		0		0		0

		A2b						100.0		0.0		0.0		10.0		30.0		20.0		40.0		0.0		0.0		0.0								100.0		40.0		30.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

																																				63
23.1%		55
20.1%		46
16.8%		40
14.7%		19
7.0%		19
7.0%		16
5.9%		11
4.0%		4
1.5%

																																				59
22.4%		52
19.8%		45
17.1%		38
14.4%		19
7.2%		19
7.2%		16
6.1%		11
4.2%		4
1.5%

																																				4
40.0%		3
30.0%		1
10.0%		2
20.0%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%

		[T000015]

		[G000015]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）																								問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

		BC						調査数		食品・生活用品の配送		地域の見守り		高齢者の外出支援		除雪		商店・コンビニ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）		ＳＳ		その他								調査数		商店・コンビニ		高齢者の外出支援		地域の見守り		食品・生活用品の配送		除雪		その他		ＳＳ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）

		A0a		合  計				359		129		165		180		63		220		30		38		42				合  計				359		220		180		165		129		63		42		38		30

		A0b						100.0		35.9		46.0		50.1		17.5		61.3		8.4		10.6		11.7								100.0		61.3		50.1		46.0		35.9		17.5		11.7		10.6		8.4

		A1a		分析軸２		過年度から継続		345		122		160		174		61		212		26		34		42				分析軸２		過年度から継続		345		212		174		160		122		61		42		34		26

		A1b						100.0		35.4		46.4		50.4		17.7		61.4		7.5		9.9		12.2								100.0		61.4		50.4		46.4		35.4		17.7		12.2		9.9		7.5

		A2a				新規		14		7		5		6		2		8		4		4		0						新規		14		8		6		5		7		2		0		4		4

		A2b						100.0		50.0		35.7		42.9		14.3		57.1		28.6		28.6		0.0								100.0		57.1		42.9		35.7		50.0		14.3		0.0		28.6		28.6

																																		220
61.3%		180
50.1%		165
46.0%		129
35.9%		63
17.5%		42
11.7%		38
10.6%		30
8.4%

																																		212
61.4%		174
50.4%		160
46.4%		122
35.4%		61
17.7%		42
12.2%		34
9.9%		26
7.5%

																																		8
57.1%		6
42.9%		5
35.7%		7
50.0%		2
14.3%		0
0.0%		4
28.6%		4
28.6%

		[T000016]

		[G000016]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

		BT		問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割																								問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

		BC						調査数		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）		ドライバー等観光客への案内所		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		特になし		その他								調査数		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		ドライバー等観光客への案内所		特になし		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		その他		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）

		A0a		合  計				373		6		101		112		66		25		224		88		13				合  計				373		224		112		101		88		66		25		13		6

		A0b						100.0		1.6		27.1		30.0		17.7		6.7		60.1		23.6		3.5								100.0		60.1		30.0		27.1		23.6		17.7		6.7		3.5		1.6

		A1a		分析軸２		過年度から継続		359		6		101		109		65		25		216		83		13				分析軸２		過年度から継続		359		216		109		101		83		65		25		13		6

		A1b						100.0		1.7		28.1		30.4		18.1		7.0		60.2		23.1		3.6								100.0		60.2		30.4		28.1		23.1		18.1		7.0		3.6		1.7

		A2a				新規		14		0		0		3		1		0		8		5		0						新規		14		8		3		0		5		1		0		0		0

		A2b						100.0		0.0		0.0		21.4		7.1		0.0		57.1		35.7		0.0								100.0		57.1		21.4		0.0		35.7		7.1		0.0		0.0		0.0

																																		224
60.1%		112
30.0%		101
27.1%		88
23.6%		66
17.7%		25
6.7%		13
3.5%		6
1.6%

																																		216
60.2%		109
30.4%		101
28.1%		83
23.1%		65
18.1%		25
7.0%		13
3.6%		6
1.7%

																																		8
57.1%		3
21.4%		0
0.0%		5
35.7%		1
7.1%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%

		[T000017]

		[G000017]

		DT		令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

		ST		５．地域の燃料確保に向けた施策について

		BT		問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること																				問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

		BC						調査数		地下タンク入れ換えへの補助		地域計画策定への補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		国の支援策の周知		気軽に相談できる窓口の設置		その他								調査数		国の支援策の周知		地下タンク入れ換えへの補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		気軽に相談できる窓口の設置		地域計画策定への補助		その他

		A0a		合  計				354		202		50		189		213		100		19				合  計				354		213		202		189		100		50		19

		A0b						100.0		57.1		14.1		53.4		60.2		28.2		5.4								100.0		60.2		57.1		53.4		28.2		14.1		5.4

		A1a		分析軸２		過年度から継続		340		196		47		182		203		97		19				分析軸２		過年度から継続		340		203		196		182		97		47		19

		A1b						100.0		57.6		13.8		53.5		59.7		28.5		5.6								100.0		59.7		57.6		53.5		28.5		13.8		5.6

		A2a				新規		14		6		3		7		10		3		0						新規		14		10		6		7		3		3		0

		A2b						100.0		42.9		21.4		50.0		71.4		21.4		0.0								100.0		71.4		42.9		50.0		21.4		21.4		0.0

																														213
60.2%		202
57.1%		189
53.4%		100
28.2%		50
14.1%		19
5.4%

																														203
59.7%		196
57.6%		182
53.5%		97
28.5%		47
13.8%		19
5.6%

																														10
71.4%		6
42.9%		7
50.0%		3
21.4%		3
21.4%		0
0.0%





G000001_帯

		[G000001]

		[T000001]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

						問１．「市町村内のＳＳ数が３箇所以下の市町村」または「居住地から一定距離圏内にＳＳが存在しない地域を含む市町村」に含まれているか知っているか

						N =

				合  計		376

				過年度から継続		362

				新規		14









						問１．「市町村内のＳＳ数が３箇所以下の市町村」または「居住地から一定距離圏内にＳＳが存在しない地域を含む市町村」に含まれているか知っているか

						調査数		知っている		知らない

		分析軸２		合  計		376		51.6		48.4

				過年度から継続		362		52.2		47.8

				新規		14		35.7		64.3



知っている	

合  計	過年度から継続	新規	51.6	52.2	35.700000000000003	知らない	

合  計	過年度から継続	新規	48.4	47.8	64.3	





G000002_帯

		[G000002]

		[T000002]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

						問２．「ＳＳが遠い」、「ＳＳが不足している」等により、住民生活や産業に支障をきたすおそれがある地区、集落があるか

						N =

				合  計		376

				過年度から継続		362

				新規		14









						問２．「ＳＳが遠い」、「ＳＳが不足している」等により、住民生活や産業に支障をきたすおそれがある地区、集落があるか

						調査数		既に支障をきたしている地区、集落がある		将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある		支障をきたす心配はない		わからない

		分析軸２		合  計		376		10.4		33.2		45.7		10.6

				過年度から継続		362		10.5		32.6		46.1		10.8

				新規		14		7.1		50.0		35.7		7.1



既に支障をきたしている地区、集落がある	

合  計	過年度から継続	新規	10.4	10.5	7.1	将来、支障をきたすおそれがある地区、集落がある	

合  計	過年度から継続	新規	33.200000000000003	32.6	50	支障をきたす心配はない	

合  計	過年度から継続	新規	45.7	46.1	35.700000000000003	わからない	

合  計	過年度から継続	新規	10.6	10.8	7.1	





G000003_棒(単)

		[G000003]

		[T000003]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				１．ＳＳ過疎地であることの認識

						問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか

						％

				N = 164

								自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		災害発生時の非常用燃料		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		除雪車用等の軽油		その他

						問２－１．支障をきたしている（将来支障をきたすおそれがある）燃料にはどのようなものがあるか

						調査数		自動車用の燃料		灯油（高齢者宅への宅配サービス等）		災害発生時の非常用燃料		産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料		除雪車用等の軽油		その他

		分析軸２		合  計		164		82.9		78.7		61.6		56.1		32.3		0.6

				過年度から継続		156		83.3		79.5		63.5		55.8		32.7		0.6

				新規		8		75.0		62.5		25.0		62.5		25.0		0.0

								136
82.9%		129
78.7%		101
61.6%		92
56.1%		53
32.3%		1
0.6%

								130
83.3%		124
79.5%		99
63.5%		87
55.8%		51
32.7%		1
0.6%

								6
75.0%		5
62.5%		2
25.0%		5
62.5%		2
25.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
自動車用の燃料	灯油（高齢者宅への宅配サービス等）	災害発生時の非常用燃料	産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料	除雪車用等の軽油	その他	82.9	78.7	61.6	56.1	32.299999999999997	0.6	136
82.9%	129
78.7%	101
61.6%	92
56.1%	53
32.3%	1
0.6%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
自動車用の燃料	灯油（高齢者宅への宅配サービス等）	災害発生時の非常用燃料	産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料	除雪車用等の軽油	その他	83.3	79.5	63.5	55.8	32.700000000000003	0.6	130
83.3%	124
79.5%	99
63.5%	87
55.8%	51
32.7%	1
0.6%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
自動車用の燃料	灯油（高齢者宅への宅配サービス等）	災害発生時の非常用燃料	産業用機械（農機具、建設機器等）の燃料	除雪車用等の軽油	その他	75	62.5	25	62.5	25	0	6
75.0%	5
62.5%	2
25.0%	5
62.5%	2
25.0%	0
0.0%	


G000004_棒(単)

		[G000004]

		[T000004]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

						問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか

						％

				N = 369

								市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思						市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思







































































































































































































































































































































































































































































































































































						問３．自市町村内のＳＳの実態に関してどのようなことを把握しているか

						調査数		市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思

		分析軸２		合  計		369		82.7		53.4		25.2		16.3		6.8		4.9

				過年度から継続		355		82.3		53.8		24.8		16.6		6.5		5.1

				新規		14		92.9		42.9		35.7		7.1		14.3		0.0

								305
82.7%		197
53.4%		93
25.2%		60
16.3%		25
6.8%		18
4.9%

								292
82.3%		191
53.8%		88
24.8%		59
16.6%		23
6.5%		18
5.1%

								13
92.9%		6
42.9%		5
35.7%		1
7.1%		2
14.3%		0
0.0%

						調査数		市町村内のＳＳの数		経営者		施設の概要（規模、設備等）		把握していない		経営状況		将来的な事業の継続意思

		合  計				369		305		197		93		60		25		18

		分析軸２		過年度から継続		355		292		191		88		59		23		18

				新規		14		13		6		5		1		2		0



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
市町村内のＳＳの数	経営者	施設の概要（規模、設備等）	把握していない	経営状況	将来的な事業の継続意思	82.7	53.4	25.2	16.3	6.8	4.9000000000000004	305
82.7%	197
53.4%	93
25.2%	60
16.3%	25
6.8%	18
4.9%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
市町村内のＳＳの数	経営者	施設の概要（規模、設備等）	把握していない	経営状況	将来的な事業の継続意思	82.3	53.8	24.8	16.600000000000001	6.5	5.0999999999999996	292
82.3%	191
53.8%	88
24.8%	59
16.6%	23
6.5%	18
5.1%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
市町村内のＳＳの数	経営者	施設の概要（規模、設備等）	把握していない	経営状況	将来的な事業の継続意思	92.9	42.9	35.700000000000003	7.1	14.3	0	13
92.9%	6
42.9%	5
35.7%	1
7.1%	2
14.3%	0
0.0%	
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]

市町村内のＳＳの数	経営者	施設の概要（規模、設備等）	把握していない	経営状況	将来的な事業の継続意思	305	197	93	60	25	18	305
82.7%	197
53.4%	93
25.2%	60
16.3%	25
6.8%	18
4.9%	




G000005_帯

		[G000005]

		[T000005]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

						問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか

				分析軸２		N =

				合  計		371

				過年度から継続		357

				新規		14

						問４．ＳＳ維持のために何か取り組みを実施しているか

						調査数		実施している		実施はしていないが関係者（団体）と検討している		実施はしていないが自治体内で検討している		実施も検討もしていない

		分析軸２		合  計		371		15.1		1.9		3.2		79.8

				過年度から継続		357		15.1		2.0		3.4		79.6

				新規		14		14.3		0.0		0.0		85.7



実施している	

合  計	過年度から継続	新規	15.1	15.1	14.3	実施はしていないが関係者（団体）と検討している	

合  計	過年度から継続	新規	1.9	2	0	実施はしていないが自治体内で検討している	

合  計	過年度から継続	新規	3.2	3.4	0	実施も検討もしていない	

合  計	過年度から継続	新規	79.8	79.599999999999994	85.7	





G000006_棒(単)

		[G000006]

		[T000006]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

						％

				N = 75

								官公需取引による支援		その他		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援

						問４－１．ＳＳ維持のための取り組みとして具体的にどのようなものを実施または検討しているか

						調査数		官公需取引による支援		その他		総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施		地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援		運転資金（ランニングコスト）の支援		事業者への出資、経営参加		燃料の配送・配達費用の支援

		分析軸２		合  計		75		61.3		29.3		18.7		12.0		10.7		8.0		4.0

				過年度から継続		73		61.6		28.8		19.2		12.3		9.6		8.2		4.1

				新規		2		50.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

								46
61.3%		22
29.3%		14
18.7%		9
12.0%		8
10.7%		6
8.0%		3
4.0%

								45
61.6%		21
28.8%		14
19.2%		9
12.3%		7
9.6%		6
8.2%		3
4.1%

								1
50.0%		1
50.0%		0
0.0%		0
0.0%		1
50.0%		0
0.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
官公需取引による支援	その他	総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施	地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援	運転資金（ランニングコスト）の支援	事業者への出資、経営参加	燃料の配送・配達費用の支援	61.3	29.3	18.7	12	10.7	8	4	46
61.3%	22
29.3%	14
18.7%	9
12.0%	8
10.7%	6
8.0%	3
4.0%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
官公需取引による支援	その他	総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施	地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援	運転資金（ランニングコスト）の支援	事業者への出資、経営参加	燃料の配送・配達費用の支援	61.6	28.8	19.2	12.3	9.6	8.1999999999999993	4.0999999999999996	45
61.6%	21
28.8%	14
19.2%	9
12.3%	7
9.6%	6
8.2%	3
4.1%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
官公需取引による支援	その他	総合計画、各種振興計画、地域防災計画に基づく燃料供給確保（ＳＳ維持等）に対する施策の実施	地元ＳＳを利用した際の割引等、地域住民への支援	運転資金（ランニングコスト）の支援	事業者への出資、経営参加	燃料の配送・配達費用の支援	50	50	0	0	50	0	0	1
50.0%	1
50.0%	0
0.0%	0
0.0%	1
50.0%	0
0.0%	0
0.0%	


G000007_帯

		[G000007]

		[T000007]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

						問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか

				分析軸２		N =

				合  計		369

				過年度から継続		355

				新規		14

						問５．災害発生時の燃料確保に向けた対策として何か取り組みを実施しているか

						調査数		実施している		検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない		検討中（または近々検討が始まる予定）		検討していない

		分析軸２		合  計		369		58.0		2.4		13.8		25.7

				過年度から継続		355		58.0		2.5		14.1		25.4

				新規		14		57.1		0.0		7.1		35.7



実施している	

合  計	過年度から継続	新規	58	58	57.1	検討し、対策の方針は決まったが、取組の実施までには至っていない	

合  計	過年度から継続	新規	2.4	2.5	0	検討中（または近々検討が始まる予定）	

合  計	過年度から継続	新規	13.8	14.1	7.1	検討していない	

合  計	過年度から継続	新規	25.7	25.4	35.700000000000003	





G000008_棒(単)

		[G000008]

		[T000008]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				２．対策・施策について

						問５－１．具体的な対策

						％

				N = 214

								災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している						災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している





































































































































































































































































































































































































































































































































































						問５－１．具体的な対策

						調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している

		分析軸２		合  計		214		77.1		62.1		22.4		16.4		5.6		4.2

				過年度から継続		206		77.7		63.1		23.3		16.5		5.8		4.4

				新規		8		62.5		37.5		0.0		12.5		0.0		0.0

								165
77.1%		133
62.1%		48
22.4%		35
16.4%		12
5.6%		9
4.2%

								160
77.7%		130
63.1%		48
23.3%		34
16.5%		12
5.8%		9
4.4%

								5
62.5%		3
37.5%		0
0.0%		1
12.5%		0
0.0%		0
0.0%

						調査数		災害協定を結んでいる		平時から地元のＳＳを利用している		住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）		市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している		その他		各家庭の燃料備蓄を奨励している

		合  計				214		165		133		48		35		12		9

		分析軸２		過年度から継続		206		160		130		48		34		12		9

				新規		8		5		3		0		1		0		0

								165
77.1%		133
62.1%		48
22.4%		35
16.4%		12
5.6%		9
4.2%

								160
77.7%		130
63.1%		48
23.3%		34
16.5%		12
5.8%		9
4.4%

								5
62.5%		3
37.5%		0
0.0%		1
12.5%		0
0.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
災害協定を結んでいる	平時から地元のＳＳを利用している	住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）	市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している	その他	各家庭の燃料備蓄を奨励している	77.099999999999994	62.1	22.4	16.399999999999999	5.6	4.2	165
77.1%	133
62.1%	48
22.4%	35
16.4%	12
5.6%	9
4.2%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
災害協定を結んでいる	平時から地元のＳＳを利用している	住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）	市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している	その他	各家庭の燃料備蓄を奨励している	77.7	63.1	23.3	16.5	5.8	4.4000000000000004	160
77.7%	130
63.1%	48
23.3%	34
16.5%	12
5.8%	9
4.4%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
災害協定を結んでいる	平時から地元のＳＳを利用している	住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）	市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している	その他	各家庭の燃料備蓄を奨励している	62.5	37.5	0	12.5	0	0	5
62.5%	3
37.5	%	0
0.0%	1
12.5%	0
0.0%	0
0.0%	
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]

災害協定を結んでいる	平時から地元のＳＳを利用している	住民拠点ＳＳを把握し、コミュニケーションを取っている（良好な関係を築けている）	市町村内の重要拠点（庁舎、医療施設、公民館等）に対し３日以上の備蓄を実施している	その他	各家庭の燃料備蓄を奨励している	165	133	48	35	12	9	165
77.1%	133
62.1%	48
22.4%	35
16.4%	12
5.6%	9
4.2%	




G000009_棒(単)

		[G000009]

		[T000009]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				３．平時の燃料に係る官公需の状況について

						問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

						％

				N = 376

								公用車、官公庁車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		除雪車両の燃料		その他

						問６．官公需で地元のＳＳから調達している燃料はどのようなものか

						調査数		公用車、官公庁車両の燃料		公的施設での暖房用燃料		公的施設での給湯用燃料		除雪車両の燃料		その他

		分析軸２		合  計		376		98.7		75.5		56.4		51.3		5.1

				過年度から継続		362		98.6		75.1		56.9		51.7		5.2

				新規		14		100.0		85.7		42.9		42.9		0.0

								371
98.7%		284
75.5%		212
56.4%		193
51.3%		19
5.1%

								357
98.6%		272
75.1%		206
56.9%		187
51.7%		19
5.2%

								14
100.0%		12
85.7%		6
42.9%		6
42.9%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
公用車、官公庁車両の燃料	公的施設での暖房用燃料	公的施設での給湯用燃料	除雪車両の燃料	その他	98.7	75.5	56.4	51.3	5.0999999999999996	371
98.7%	284
75.5%	212
56.4%	193
51.3%	19
5.1%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
公用車、官公庁車両の燃料	公的施設での暖房用燃料	公的施設での給湯用燃料	除雪車両の燃料	その他	98.6	75.099999999999994	56.9	51.7	5.2	357
98.6%	272
75.1%	206
56.9%	187
51.7%	19
5.2%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
公用車、官公庁車両の燃料	公的施設での暖房用燃料	公的施設での給湯用燃料	除雪車両の燃料	その他	100	85.7	42.9	42.9	0	14
100.0%	12
85.7%	6
42.9%	6
42.9%	0
0.0%	


G000010_帯

		[G000010]

		[T000010]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				３．平時の燃料に係る官公需の状況について

						問７．石油燃料をどのように調達しているか

				分析軸２		N =

				合  計		373

				過年度から継続		359

				新規		14

						問７．石油燃料をどのように調達しているか

						調査数		原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）		入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）		必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）		その他

		分析軸２		合  計		373		56.8		11.0		1.1		22.5		1.6		7.0

				過年度から継続		359		57.1		11.1		1.1		22.6		1.7		6.4

				新規		14		50.0		7.1		0.0		21.4		0.0		21.4



原則、市町村内のＳＳから購入（随意契約）	

合  計	過年度から継続	新規	56.8	57.1	50	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村内のＳＳ）	

合  計	過年度から継続	新規	11	11.1	7.1	入札による購入契約締結（直近の契約については市町村外のＳＳ）	

合  計	過年度から継続	新規	1.1000000000000001	1.1000000000000001	0	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村内のＳＳ）	

合  計	過年度から継続	新規	22.5	22.6	21.4	必要時にＳＳを特定せず随時給油（主に利用するＳＳについては市町村外のＳＳ）	

合  計	過年度から継続	新規	1.6	1.7	0	その他	

合  計	過年度から継続	新規	7	6.4	21.4	





G000011_帯

		[G000011]

		[T000011]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか

				分析軸２		N =

				合  計		373

				過年度から継続		359

				新規		14

						問８．長期的（１０年程度）な石油製品の供給体制の維持に関してどのように考えているか

						調査数		重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している		重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している		問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない		特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある		特に問題として認識しておらず、関心もない		その他

		分析軸２		合  計		373		4.3		9.9		35.1		31.6		17.2		1.9

				過年度から継続		359		4.5		9.7		35.7		31.2		17.3		1.7

				新規		14		0.0		14.3		21.4		42.9		14.3		7.1



重要な問題として認識しており、行政として何らかの対策や施策を実施している	

合  計	過年度から継続	新規	4.3	4.5	0	重要な問題として認識しており、行政として対策や施策を検討している	

合  計	過年度から継続	新規	9.9	9.6999999999999993	14.3	問題として認識しつつあるが、行政として対策や施策は考えていない	

合  計	過年度から継続	新規	35.1	35.700000000000003	21.4	特に問題として認識していないが、地域として対策を講じるべきか検討する必要がある	

合  計	過年度から継続	新規	31.6	31.2	42.9	特に問題として認識しておらず、関心もない	

合  計	過年度から継続	新規	17.2	17.3	14.3	その他	

合  計	過年度から継続	新規	1.9	1.7	7.1	





G000012_棒(単)

		[G000012]

		[T000012]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】

						％

				N = 314

								地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【１つ目】

						調査数		地域医療の確保		生活交通の確保		災害対策		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		買物弱者支援		情報通信インフラの整備		その他		市町村内での燃料の確保

		分析軸２		合  計		314		38.9		27.7		12.7		10.2		5.4		2.5		1.3		1.3		0.0

				過年度から継続		303		38.6		27.7		12.5		10.6		5.6		2.3		1.3		1.3		0.0

				新規		11		45.5		27.3		18.2		0.0		0.0		9.1		0.0		0.0		0.0

								122
38.9%		87
27.7%		40
12.7%		32
10.2%		17
5.4%		8
2.5%		4
1.3%		4
1.3%		0
0.0%

								117
38.6%		84
27.7%		38
12.5%		32
10.6%		17
5.6%		7
2.3%		4
1.3%		4
1.3%		0
0.0%

								5
45.5%		3
27.3%		2
18.2%		0
0.0%		0
0.0%		1
9.1%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%





合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域医療の確保	生活交通の確保	災害対策	地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	買物弱者支援	情報通信インフラの整備	その他	市町村内での燃料の確保	38.9	27.7	12.7	10.199999999999999	5.4	2.5	1.3	1.3	0	122
38.9%	87
27.7%	40
12.7%	32
10.2%	17
5.4%	8
2.5%	4
1.3%	4
1.3%	0
0.0%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域医療の確保	生活交通の確保	災害対策	地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	買物弱者支援	情報通信インフラの整備	その他	市町村内での燃料の確保	38.6	27.7	12.5	10.6	5.6	2.2999999999999998	1.3	1.3	0	117
38.6%	84
27.7%	38
12.5%	32
10.6%	17
5.6%	7
2.3%	4
1.3%	4
1.3%	0
0.0%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域医療の確保	生活交通の確保	災害対策	地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	買物弱者支援	情報通信インフラの整備	その他	市町村内での燃料の確保	45.5	27.3	18.2	0	0	9.1	0	0	0	5
45.5%	3
27.3%	2
18.2%	0
0.0%	0
0.0%	1
9.1%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	


G000013_棒(単)

		[G000013]

		[T000013]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】

						％

				N = 296

								生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【２つ目】

						調査数		生活交通の確保		災害対策		高齢者の生活支援（見守り・介護）		地域コミュニティの維持		買物弱者支援		地域医療の確保		その他		市町村内での燃料の確保		情報通信インフラの整備

		分析軸２		合  計		296		31.4		20.9		19.3		10.1		8.8		6.1		2.0		0.7		0.7

				過年度から継続		285		30.2		21.8		19.6		10.5		8.8		5.6		2.1		0.7		0.7

				新規		11		63.6		0.0		9.1		0.0		9.1		18.2		0.0		0.0		0.0

								93
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								86
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21.8%		56
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10.5%		25
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5.6%		6
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0.7%

								7
63.6%		0
0.0%		1
9.1%		0
0.0%		1
9.1%		2
18.2%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
生活交通の確保	災害対策	高齢者の生活支援（見守り・介護）	地域コミュニティの維持	買物弱者支援	地域医療の確保	その他	市町村内での燃料の確保	情報通信インフラの整備	31.4	20.9	19.3	10.1	8.8000000000000007	6.1	2	0.7	0.7	93
31.4%	62
20.9%	57
19.3%	30
10.1%	26
8.8%	18
6.1%	6
2.0%	2
0.7%	2
0.7%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
生活交通の確保	災害対策	高齢者の生活支援（見守り・介護）	地域コミュニティの維持	買物弱者支援	地域医療の確保	その他	市町村内での燃料の確保	情報通信インフラの整備	30.2	21.8	19.600000000000001	10.5	8.8000000000000007	5.6	2.1	0.7	0.7	86
30.2%	62
21.8%	56
19.6%	30
10.5%	25
8.8%	16
5.6%	6
2.1%	2
0.7%	2
0.7%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
生活交通の確保	災害対策	高齢者の生活支援（見守り・介護）	地域コミュニティの維持	買物弱者支援	地域医療の確保	その他	市町村内での燃料の確保	情報通信インフラの整備	63.6	0	9.1	0	9.1	18.2	0	0	0	7
63.6%	0
0.0%	1
9.1%	0
0.0%	1
9.1%	2
18.2%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	


G000014_棒(単)

		[G000014]

		[T000014]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】

						％

				N = 273

								地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保

						問９．住民の生活にかかわる課題と認識しているもののうち、特に解決すべき課題【３つ目】

						調査数		地域コミュニティの維持		高齢者の生活支援（見守り・介護）		災害対策		買物弱者支援		地域医療の確保		情報通信インフラの整備		生活交通の確保		その他		市町村内での燃料の確保

		分析軸２		合  計		273		23.1		20.1		16.8		14.7		7.0		7.0		5.9		4.0		1.5

				過年度から継続		263		22.4		19.8		17.1		14.4		7.2		7.2		6.1		4.2		1.5

				新規		10		40.0		30.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

								63
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14.4%		19
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								4
40.0%		3
30.0%		1
10.0%		2
20.0%		0
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0.0%		0
0.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	災害対策	買物弱者支援	地域医療の確保	情報通信インフラの整備	生活交通の確保	その他	市町村内での燃料の確保	23.1	20.100000000000001	16.8	14.7	7	7	5.9	4	1.5	63
23.1%	55
20.1%	46
16.8%	40
14.7%	19
7.0%	19
7.0%	16
5.9%	11
4.0%	4
1.5%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	災害対策	買物弱者支援	地域医療の確保	情報通信インフラの整備	生活交通の確保	その他	市町村内での燃料の確保	22.4	19.8	17.100000000000001	14.4	7.2	7.2	6.1	4.2	1.5	59
22.4%	52
19.8%	45
17.1%	38
14.4%	19
7.2%	19
7.2%	16
6.1%	11
4.2%	4
1.5%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
地域コミュニティの維持	高齢者の生活支援（見守り・介護）	災害対策	買物弱者支援	地域医療の確保	情報通信インフラの整備	生活交通の確保	その他	市町村内での燃料の確保	40	30	10	20	0	0	0	0	0	4
40.0%	3
30.0%	1
10.0%	2
20.0%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	


G000015_棒(単)

		[G000015]

		[T000015]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

						％

				N = 359

								商店・コンビニ		高齢者の外出支援		地域の見守り		食品・生活用品の配送		除雪		その他		ＳＳ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）

						問１０．地域における事業者の担い手が不足しているサービスは何か（上位３つまで）

						調査数		商店・コンビニ		高齢者の外出支援		地域の見守り		食品・生活用品の配送		除雪		その他		ＳＳ		地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）

		分析軸２		合  計		359		61.3		50.1		46.0		35.9		17.5		11.7		10.6		8.4

				過年度から継続		345		61.4		50.4		46.4		35.4		17.7		12.2		9.9		7.5

				新規		14		57.1		42.9		35.7		50.0		14.3		0.0		28.6		28.6

								220
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合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
商店・コンビニ	高齢者の外出支援	地域の見守り	食品・生活用品の配送	除雪	その他	ＳＳ	地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）	61.3	50.1	46	35.9	17.5	11.7	10.6	8.4	220
61.3%	180
50.1%	165
46.0%	129
35.9%	63
17.5%	42
11.7%	38
10.6%	30
8.4%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
商店・コンビニ	高齢者の外出支援	地域の見守り	食品・生活用品の配送	除雪	その他	ＳＳ	地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）	61.4	50.4	46.4	35.4	17.7	12.2	9.9	7.5	212
61.4%	174
50.4%	160
46.4%	122
35.4%	61
17.7%	42
12.2%	34
9.9%	26
7.5%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
商店・コンビニ	高齢者の外出支援	地域の見守り	食品・生活用品の配送	除雪	その他	ＳＳ	地域金融の拠点（郵便局、地域金融機関、ＡＴＭ）	57.1	42.9	35.700000000000003	50	14.3	0	28.6	28.6	8
57.1%	6
42.9%	5
35.7%	7
50.0%	2
14.3%	0
0.0%	4
28.6%	4
28.6%	


G000016_棒(単)

		[G000016]

		[T000016]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				４．地域の抱える課題やその解決策、今後の取り組み

						問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

						％

				N = 373

								灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		ドライバー等観光客への案内所		特になし		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		その他		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）

						問１１．今後地元のＳＳに期待する機能や役割

						調査数		灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等		地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能		ドライバー等観光客への案内所		特になし		商業施設の併設		ＡＴＭの設置		その他		役場の業務の一部代替（手続の窓口等）

		分析軸２		合  計		373		60.1		30.0		27.1		23.6		17.7		6.7		3.5		1.6

				過年度から継続		359		60.2		30.4		28.1		23.1		18.1		7.0		3.6		1.7

				新規		14		57.1		21.4		0.0		35.7		7.1		0.0		0.0		0.0

								224
60.1%		112
30.0%		101
27.1%		88
23.6%		66
17.7%		25
6.7%		13
3.5%		6
1.6%

								216
60.2%		109
30.4%		101
28.1%		83
23.1%		65
18.1%		25
7.0%		13
3.6%		6
1.7%

								8
57.1%		3
21.4%		0
0.0%		5
35.7%		1
7.1%		0
0.0%		0
0.0%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等	地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能	ドライバー等観光客への案内所	特になし	商業施設の併設	ＡＴＭの設置	その他	役場の業務の一部代替（手続の窓口等）	60.1	30	27.1	23.6	17.7	6.7	3.5	1.6	224
60.1%	112
30.0%	101
27.1%	88
23.6%	66
17.7%	25
6.7%	13
3.5%	6
1.6%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等	地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能	ドライバー等観光客への案内所	特になし	商業施設の併設	ＡＴＭの設置	その他	役場の業務の一部代替（手続の窓口等）	60.2	30.4	28.1	23.1	18.100000000000001	7	3.6	1.7	216
60.2%	109
30.4%	101
28.1%	83
23.1%	65
18.1%	25
7.0%	13
3.6%	6
1.7%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
灯油等配送時の一人暮らし高齢者の訪問等	地域コミュニティ（小さな拠点）としての一機能	ドライバー等観光客への案内所	特になし	商業施設の併設	ＡＴＭの設置	その他	役場の業務の一部代替（手続の窓口等）	57.1	21.4	0	35.700000000000003	7.1	0	0	0	8
57.1%	3
21.4%	0
0.0%	5
35.7%	1
7.1%	0
0.0%	0
0.0%	0
0.0%	


G000017_棒(単)

		[G000017]

		[T000017]

				令和２年度ＳＳ過疎地対策に関するアンケート調査票【自治体】

				５．地域の燃料確保に向けた施策について

						問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

						％

				N = 354

								国の支援策の周知		地下タンク入れ換えへの補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		気軽に相談できる窓口の設置		地域計画策定への補助		その他

						問１２．地元のＳＳ維持のために国に求めること

						調査数		国の支援策の周知		地下タンク入れ換えへの補助		ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）		気軽に相談できる窓口の設置		地域計画策定への補助		その他

		分析軸２		合  計		354		60.2		57.1		53.4		28.2		14.1		5.4

				過年度から継続		340		59.7		57.6		53.5		28.5		13.8		5.6

				新規		14		71.4		42.9		50.0		21.4		21.4		0.0

								213
60.2%		202
57.1%		189
53.4%		100
28.2%		50
14.1%		19
5.4%

								203
59.7%		196
57.6%		182
53.5%		97
28.5%		47
13.8%		19
5.6%

								10
71.4%		6
42.9%		7
50.0%		3
21.4%		3
21.4%		0
0.0%



合  計	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
国の支援策の周知	地下タンク入れ換えへの補助	ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）	気軽に相談できる窓口の設置	地域計画策定への補助	その他	60.2	57.1	53.4	28.2	14.1	5.4	213
60.2%	202
57.1%	189
53.4%	100
28.2%	50
14.1%	19
5.4%	過年度から継続	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
国の支援策の周知	地下タンク入れ換えへの補助	ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）	気軽に相談できる窓口の設置	地域計画策定への補助	その他	59.7	57.6	53.5	28.5	13.8	5.6	203
59.7%	196
57.6%	182
53.5%	97
28.5%	47
13.8%	19
5.6%	新規	[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
[CELLRANGE]
国の支援策の周知	地下タンク入れ換えへの補助	ＳＳに問題が生じたときのサポート（助言その他）	気軽に相談できる窓口の設置	地域計画策定への補助	その他	71.400000000000006	42.9	50	21.4	21.4	0	10
71.4%	6
42.9%	7
50.0%	3
21.4%	3
21.4%	0
0.0%	




⑥ 災害発生時の燃料確保について検討している具体的な対策や体制（自由記述）

 具体的な対策の内容について、「その他」の自由記述欄の記載は以下のとおり。

• 道の駅へ隣接したＳＳの建設
• 指定管理業務仕様書に災害時の燃料備蓄について記載
• 中核給油所の指定
• 公設
• 根室地域における災害時の円滑な燃料供組体制「根室モデル」の整備に取り組んでいる
• 根室地域における災害時の円滑な燃料供給体制「根室モデル」を構築し、重要施設への燃料
供給をより重属化している

• 市町内の避難所にガソリン・灯油を備蓄
• 町の防災計画に燃料確保の役割を分担して決めている
• 地域防災計画に対策を定めている
• 今後災害協定の締結に向けて取り組む方向である
• 北海道地域サポートＳＳの把握

２.（３）ＳＳ過疎地の自治体の状況

25出所：過疎地等における中長期的な燃料供給網構築に関する調査（令和２年度資源エネルギー庁委託）
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１．ＳＳ業界の現状

２．ＳＳ過疎地等の現状

３．これまでの取組
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 ＳＳ過疎地において、燃料供給拠点の維持・確保に取り組むためのハンドブックを策定。
 ハンドブックでは、先進事例の紹介とともに、そうした先進事例に見られる３つのアプローチ、

４段階のプロセスの他、コスト試算や関連の支援策を掲載。

４段階のプロセス

３.（１）ＳＳ過疎地対策ハンドブック（平成28年策定、29年改訂）
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 過疎化等の社会構造の変化に対応するためには、人材・設備に係るコストの抜本低減により、燃
料供給インフラの持続性を確保していく必要。

 そのため、保安規制の見直しも視野に入れて、新たな技術を活用した燃料供給体制構築の実証
事業を展開。

 2021年３月には、消防庁により、自治体による計画の策定等を前提として、移動式給油設備、
コンテナ式給油設備について規制緩和。

過疎地での移動式給油設備(どこでもスタン
ド)を活用した新たな燃料供給体制の実証
実験（浜松市他）

過疎化等の課題克服に向けたAI・画
像認識技術を活用したセルフSSでの給
油許可監視システムの開発・実証実験
(コスモ石油マーケティング株式会社他)

過疎地でのコンテナ式給油所(地上タンク)
の活用に向けた実証実験(コモタ株式会
社)規制緩和 規制緩和

３.（２）新たな燃料供給体制構築に向けた実証（令和元年～）



事業年度 自治体名 事業名

平成30年度 宮城県七ヶ宿町 「住みたい」を支える燃料供給
体制確保計画策定事業

長野県売木村 ＳＳ過疎地対策検討支援事業
（売木村ＳＳ過疎地対策計画）

長野県天龍村 天龍村ＳＳ過疎地計画策定事
業

令和元年度 岐阜県白川村 白川村南部地域ＳＳ過疎実態
調査・計画検討事業

徳島県那賀町 徳島県那賀町ＳＳ過疎地対策
計画策定事業

静岡県西伊豆町 SS維持による燃料安定供給と

災害時における燃料確保のた
めの計画策定事業

令和3年度 福島県三島町 三島町ＳＳ過疎地対策計画策
定事業

＜七ヶ宿町の取組＞
 町内にSSは2箇所あるが、町の少子高
齢化や燃料需要減少から事業採算性
の確保が困難となっていく懸念。また、1
箇所は2021年に地下タンク漏えい防
止措置の期限が迫る中で事業撤退の
申し出も受けている状況だった。

 需要家へのヒアリングや町民へのアン
ケート等により需給の現状と見通しを調
査した上で課題を整理し、10年先を見
据えたSSの運営・供給体制の適正化
等による計画を策定。

 1SSが撤退したことを受け、令和元年1
月に公設民営方式のSSを整備。
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 人口減少の進行等により石油製品需要が減少する中、ＳＳ過疎地をはじめとして、個々の民間
事業者の自助努力では燃料供給体制の維持が困難な地域が生じ始めており、そうした地域では
自治体のリーダーシップのもとで、地域内の事業者や住民と一体となった取組が必要。

 そのため、ＳＳ過疎地の自治体を対象として、地域内の事業者や住民とともに対策の検討や計画
策定に係る経費を支援。

３.（３）自治体における検討・計画策定の支援（平成30年～）



離島・SS過疎地等における石油製品の流通合理化支援事業費
令和3年度予算額 43.8億円（44.6億円）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国

事業イメージ
事業目的・概要

成果目標

 離島・SS（サービスステーション）過疎地（※）等における石油製品の安定的な
供給を確保するため、離島における本土からの輸送費等の追加的なガソリンの流通
コスト相当分の補助や石油製品の安定供給体制等を構築する取組、SS過疎地
を中心としてSSの環境・安全対策等を支援します。

（１）離島のガソリン流通コスト対策事業費
輸送形態と本土からの距離に応じて補助単価を設定し、離島におけるガソリン
の追加的な輸送コスト相当分を補助します。

（２）離島への石油製品の安定・効率的な供給体制の構築支援事業費
地域ごとに関係者（自治体、事業者（元売・地元販売店）、需要家など）
による検討の場を設け、石油製品の流通合理化策や安定供給体制を構築
する取組等を支援します。

（３）環境・安全対策等
SS過疎地を中心として、SS設備に係る環境・安全対策や流通合理化対策
のため、
①地下タンクからの危険物漏洩防止のための補強工事や漏洩点検検査、
②地下タンク等の撤去、SSの統合・集約・移転等
を支援します。

 本事業を通じて離島・SS過疎地等における石油製品の安定供給体制の
確保を目指します。

民間
団体等

補助
（定額(10/10)） 揮発油

販売業者等

補助
（10/10,3/4,2/3, 

1/2,1/3,1/4）

（１）離島のガソリン流通コスト支援事業

離島におけるガソリンの追加的な輸送コスト相当分を補助

（３）環境・安全対策等

＜地下タンク等の撤去のイメージ＞

（２）離島の石油製品の流通合理化策・安定供給体制等の検討

島内油槽所や給油所の石油製品備蓄増強による安定供給体制の確立

石油製品の海上輸送・島内輸送方法の見直しによる流通合理化
等

漏洩防止対策、土壌汚染の早期発見
地下タンク等の放置防止、SSの統合・集約・移転 等
＜漏洩防止対策の例＞
・内面ライニング施工
・電気防食システム設置
・精密油面計設置
・危険物の漏れの点検に
係る検知検査 等

(※)SS過疎地：市町村内のSS数が3ヵ所以下の地域

３.（４）ＳＳ過疎地向けの予算措置
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地域における新たな燃料供給体制構築支援事業費
令和4年度概算要求額 14.0億円（新規）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ
事業目的・概要

成果目標

 地域の燃料供給体制については、電動車の普及等による石油製品の需要減や後
継者・人手不足等により供給体制が脆弱になる地域が増加していくことが懸念され
ます。こうした中で、ＳＳは石油製品の安定供給を担いながら、石油製品販売以
外のサービスにも取り組むことで、燃料供給体制を確保することが必要です。さらに、
民間ＳＳの経営努力によってはＳＳの維持が困難な場合には、自治体主導によ
り地域の燃料供給体制の確保が必要となります。こうした課題に対応すべく、以下
の取組を行います。

（２）自治体によるＳＳ承継等に向けた取組の支援
自治体主導による燃料供給体制の確保を円滑化させるため、①自治体に
よる燃料供給に関する計画策定に要する経費、②当該計画に基づく、設備
整備・撤去費用を支援します。

（１）先進的ＳＳ事業モデル構築等支援
ＳＳの総合エネルギー拠点化、地域コミュニティ・インフラ化、多機能化、

ＡＩ等を活用した業務効率化のため、先進的なビジネスモデルの構築等を支
援します。

 先進モデルの創出や自治体主導によるＳＳ承継等を通じて、地域の燃料供
給体制を確保します。

国 民間
団体等

補助
（定額(10/10)） 自治体

民間団体等

補助
（10/10､3/4）

（２）自治体によるSS承継等に向けた取組の支援

（１）先進的ＳＳ事業モデル構築等支援

自治体主導による、地域内のＳＳの承継や集約化等に関する計画
の策定を支援します。

当該計画に基づくＳＳの承継、移転、集約化等に伴う、ＳＳの設備
整備費用や設備撤去費用等を支援します。

利便性の高い場所に移転したＳＳの例（宮城県七ヶ宿町）

（３）ＳＳ人材高度化支援
ＳＳの人材確保等のために、ＳＳの従業員のスキル向上を目的とした人材
育成研修を支援します。

先進的なビジネスモデルの実証事業等の経費を支援します。
実証事業等の成果については、広く共有することで、我が国全体の燃
料供給体制の再構築につなげていきます。

（３）SS人材高度化支援
次世代自動車整備技能、車のコーティング、タイヤ交換等の研修を
通じて、ＳＳ従業員のスキルを向上させ、ＳＳの人材確保を図ります。

３.（４）ＳＳ過疎地向けの予算措置
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